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- 限界繰返し回数 ･余裕間隙比による検討-
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1. は じ め に

本号では,3つの砂 (福建砂 ･豊浦砂 ･浅間山砂)の

液状化強度に見られる共通的法則性について検討した結

果について報告する.

2. 限界繰返し載荷回数(Nc)a,

前号4)で,3つの砂 (福建砂･豊浦砂･浅間山砂)の液

状化強度は,従来の相対密度を用いた整理法によると,

異なってくることを示した.しかし,図-10(a),(b),

(C)4)に示す3種の砂の液状化強度曲線は全て形が非常

によく似ており,これらの液状化強度曲線を水平に移動

すれば,全て1つの曲線に合致してしまうことを示唆し

ている.そこで,曲線の変曲点を応力比-0.23とし,こ

のときのNcの値を限界繰返し回数(Nc)a,(Critical

numberofloadingcycles)と定義することにする.1)･2)

Nc<(Nc)a,では強度曲線の勾配は大きく,Nc>(Nc)a,

ではその勾配は小さい.図-12は,(a)DA-2%,(b)

DA-5%,(C)DA-10%のときの 3つの砂のSR～
〟｡/(Ⅳ｡)｡r関係を示したもので,それぞれのβAの値に

対して砂の種類によらないほぼ一義的な関係があること

が分かる.すなわち,それぞれのDAで(Nc)C,の値を与

えれば,SR～Nc関係を求めることができる.このこと

は,パラメータ(〃｡)｡γが砂の液状化強度の1つのよい

指標になりうることを示唆している.

3. 相対密度D,の検討

これまでに用いてきた相対密度D,はつぎの方法で求

めている.
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図12 (a) DA-2%,(b) DA-5%,(C) DA-10%に
対する繰返し応力比SR～Nc/(Nc)a,関係






